
みんなで学ぼう

「肥満・糖尿病治療の新情報」

参加ご希望の方は、①郵便番号②住所③電話番号④氏名（ふりがな）⑤年齢⑥

職業⑦質問項目（お尋ねになりたい先生のお名前を併記）をハガキ、FAX または

E-Mailにて事務局宛にお知らせください。後日、参加票をお送りします。

なお、お申し込みは 2014年6月20日まで順次受け付けますが、定員になりしだ

い締め切らせていただきますので、あらかじめご了承ください。

　近年、世界的に、また我が国でも肥満度が経年的に増加し、人口の高齢化とあいまって、肥満をともなう2型糖尿病患者さんが増加してい
ます。肥満はBMI（体格指数）（=体重kg÷身長m2) で計算し、25以上を肥満と定義しますが、成人に見られる糖尿病患者さんの40%以上が
肥満で、また肥満糖尿病は若い人に広がっています。高度肥満を伴う糖尿病患者さんは、服薬しているお薬が多く、また多くの動脈硬化の危
険因子を一人で重複して合併している、いわゆる“メタボ”患者も多く、我が国の健康寿命を短縮する最大の危険因子といえます。
　このように、肥満の予防は糖尿病、高血圧や脂質異常症だけでなく、動脈硬化疾患、腎臓障害、各種がん、認知障害などの進行予防にも関
係していることが予想され、その予防対策は重要です。
　そこで、このシンポジウムでは、肥満の予防のための食事・運動療法の新しい考え方と実践法、最近使用が可能となった肥満を軽減する新
しい経口糖尿病治療薬を紹介していただきます。更に、今年4月保険適応となった肥満症の外科治療としての“腹腔鏡下胃縮小術（スリーブ
状胃切除術）”の素晴らしい肥満および血糖・血圧・血清脂質異常の改善効果などを紹介していただきます。
　このように多方面から新しい肥満・糖尿病対策法を各専門家に紹介していただき、質疑応答の時間を十分に取り、今後の肥満・糖尿病の
予防に結びつく有益な公開講座となることを期待しています。

第32回日本肥満症治療学会学術集会
会長　柏木厚典

先生方への質問も大募集！

■URL：http://plaza.umin.ne.jp/~jsto/
■ハガキ：〒113-0033　東京都文京区本郷三丁目3番11号 （株）コンパス内

■FAX：03-5840-6130　■E-Mail：2014_shimin@jsto.jp
※FAX 専用参加申込書は学会ホームページにもご用意しております。

お申し込み先：「第32回日本肥満症治療学会学術集会」事務局

お申し込み方法

第32回日本肥満症治療学会学術集会 市民講座

PUBLIC LECTURE

■ 司会

■ パネリスト

2014年7月5日（土）
13:00～14:50

日 時 滋賀県立県民交流センター ピアザ淡海
滋賀県大津市におの浜1丁目1番20号

 場 所

柏木厚典

（社会医療法人誠光会 草津総合病院）

講演4　谷　徹
（滋賀医科大学 
 バイオメディカル・
 イノベーションセンター）

「 高度の肥満に対する
 外科手術は糖尿病も治す」

松原久裕

（千葉大学大学院医学研究院 先端応用外科学）

主催：日本肥満症治療学会　協賛：大塚製薬 ニュートラシューティカルズ事業部　後援：日本医師会、日本看護協会、日本栄養士会

講演3　前川　聡
（ 滋賀医科大学
  糖尿病・腎臓・神経内科）

「 肥満症薬物治療の新時代」

講演1　幣憲一郎
（ 京都大学 医学部 附属病院 
 疾患栄養治療部）

「 今すぐ実践できる！
 糖尿病予防を目指した
 適切な体重管理のための
 食事療法」

講演2　石井好二郎
（ 同志社大学
　スポーツ健康科学部、
 体力医科学研究センター）

「 運動の実際：
 効果を高める運動療法」

先着400名まで

 入場無料！


